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論 文 内 容 の 要 旨

 目的

 従来のCO、レーザーメスのハンドピース部を改良

して，レーザーと合わせて強力なチッソガスを噴射さ

せ，照射野から血液などを除去できるようにして，レー

ザーがさらに深く浸透するように工夫し，このガスに

も止血能を与えるために，100℃から500℃の熱エネル

ギーを与えて，さらに強力な切開能や止血能を有する

CO2レーザーメスを開発した．また接触性赤外線コア

グレーダーを従来のハンドピース部に装置して照射

し，これらの切開深度と病理組織学的所見についても

検討した．

 方法

 成兎を全身麻酔下に開腹し，二葉を露出させ，通常

硬刃メスで切開するのと同じ速さの2～3cm／秒で，尖

端出力20Wのfocus beamの連続波の条件で高温ガス

噴射式ハンドピースを用いて肝切開を行なった．ガス

噴射量01，31／分，61／分，そして91／分の4種類のガス

圧にし，1羽つつ100℃，200℃，300℃，400℃，そし

て500℃とガス温を変化させて照射した．また接触性赤

外線コアグレーダーを装置したレーザーメスで切開

し，合わせて切開深度，炭化層，熱凝固層，そして変

性層について，病理組織学的所見を検討した．

 結果

 1．ガス温が100℃と200℃では，ガス噴射量に比例し

て，その切開深度が深くなり従来のハンドピースの約

1．7倍に達した．

 2，ガス温が200℃では止血能力を反映する熱凝固層

は，従来のハンドピースの約2倍に達した．

 3．接触部の温度が90℃から100℃にできる圧迫性の

ある接触性赤外線コアグレーダーを，従来のハンド

ピースに装置して同時にCO2レーザーを照射すると，

切開深度は従来のハンドピースのみよりやや深く，炭

化層は少なく，そして熱凝固層は極めて広く従来のハ

ンドピースの約5倍であった．

 総括および結論

 切開および止血能力を最大に発揮するには，200℃の

高温で9〃分のガス量の条件でCO2レーザーを照射す

るのが適当であるが，生体の炎症や異物反応を最小に

して照射する必要がある場合は100℃のガス温で91／分

のガス量の条件で照射しても，その目的は十分に達成

できる．さらに接触性赤外線コアグレーダーを従来の

ハンドピースに装置して用いると，切開深度は良好で

炭化層や変性層が少なく，熱凝固層が著明に認められ

て切開および止血に関して理想的な病理組織学的所見

を得た．
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論文審査の要旨
 近年CO2レーザーメスによる手術が進歩しているが，未だ種々未解決の問題がある．

 本論文において，著者はCO2レーザーメスのハンドピースに工夫を加え，高温ガスの噴射および接

触性赤外線コアグレーダーの併用を行ない，家兎を用い肝切除の実験的研究を行なった結果，従来の

ハンドピース単独よりも優れた効果のあることを明らかにしたもので，学術上価値あるものと認める．
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